近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１７クール日報（３月２８日～４月３日）
	報告日
天気
	３月３０日（土）
晴れ
（気温：９度１６度）
	報告者
	兵庫県社協　藤本
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１７クール：冨田、藤井（直）、丸山、小林、坂本、西田、渡邉、松尾、藤井（智）、藤本
関ブロＢ１５クール： 遠山（都留市社協）、飯田（岡谷市社協）、矢巻（山梨県社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:40 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:30 本部で活動者報告受付
13:30 ボランティア　最初のグループ終了・見送り
16:00 ボランティア　最後のグループ終了・見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
田鶴浜コミュニティセンター２日目


	
	17:00終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
18:30 活動終了

	報告事項

	●VCの状況［V136名（テント村97名）　現地調査14件（うち一般10件、現場系0件、キャンセル4件）　ニーズ対応14件（うち完了13件、継続1件）］

●マッチング担当
・想定以上に活動が早く終了し、追加で資材班のお手伝いをお願いしたが、昼過ぎには活動を終えた班があった。Vさんからは追加の活動はないのかとのお声も上がるが、マッチング待ち件数温存のため、予定通り追加の活動はしない対応とした。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター３名、近ブロ2名、丸亀2名の３班構成で実施。

●仮仮置き場担当
・ボランティア34人（個人24、カリタスジャパン10）

	今後の主な予定
	●明日3/31（日）の動き
・4/1に関ブロ・イオンの枠がなくなることを想定し、フォローが必要な班の動きを確認しながら業務に当たる。
・現地調査の体制強化について、１時間以上のまとまった時間が空けられる場合は現地調査に同行することとし、事前にどの班の誰がどの時間に手が空きますと現地調査班にお伝えすることとする。加えて、短時間でアポ取りの電話を手伝うことは誰でも可能なため、ボランティアさんの出入りや対応が落ち着く時間帯は、各班から随時人材を派遣する。マニュアルが整っているため、突発的にでもアポ取りの業務は従事可能。

	調整課題・所感等
	・終礼時に各班の残りの業務と所要時間を確認し、既に業務を終えている班とも協力して作業を行うことを試みたところ、18時半にVCを閉めることができた。明日以降も引き続き終礼時にリーダーが声掛けをし、分担して業務に当たるようにする。

	その他
	・チェックリストの使用感は人によって差が大きいが、Vさんが活動終了時に確認すべきことを明確にするためにも使用は継続の方向で決定。
・ハンマーの振りすぎで腕を痛めた方がいた。無理せず適宜休憩をとること、体調の変化はすぐにスタッフにお申し出いただくことの周知を徹底する。
・仮仮置き場に多くVさんが配置されたため、余っている車両や人材を貸してほしいとユナイテッドかながわから相談有。基本的に現地ではお受けせず、正式に七尾市社協（VC本部）を通して依頼をいただきたいとお伝えする。
・ガラス等を取り扱う際は、土嚢袋に入れると怪我のリスクが大きいため、可能な限り廃棄物の衣装ケースや引き出し等に入れて運搬する。
・田鶴浜は4/1 13時までの荷物受付とし、撤収する。4/2からはヨットハーバーに移動のため、2tトラック３台で調整予定。



